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香
取
神
宮
の
神
社
組
織
と
『
香
取
神
宮
神
幸
祭
絵
巻
』

吉
永
博
彰

　

下
総
国（
千
葉
県
北
部
、茨
城
県
南
部
）一
宮
と
さ
れ
た
、

中
世
香
取
神
宮（
香
取
社
と
も
）の
祭
礼
行
列
を
描
い
た

『
香
取
神
宮
神
幸
祭
絵
巻
』（
以
降「
神
幸
祭
絵
巻
」と
略
す
）

に
は
、
七
つ
の
諸
本
が
あ
る（
笹
生
衛
「『
香
取
神
宮
神
幸
祭
絵
巻
』

と
そ
の
諸
本
」
参
照
）。
こ
れ
ら
神
幸
祭
絵
巻
は
香
取
社
と
い

う
中
世
東
国
の
有
力
大
社
の
祭
礼
行
列
の
様
子
を
今
に
伝

え
る
と
と
も
に
、「
権
検
非
違
使
家
本
」
等
の
注
記（
書
き

込
み
）か
ら
は
、
同
社
の
社
内
組
織
に
お
け
る
職
掌
・
身

分
を
も
う
か
が
い
知
る
こ
と
が
で
き
る
。

　

こ
こ
で
は
、
本
学
所
蔵
「
神
幸
祭
絵
巻
」
の
描
写
を
中

心
に
、「
権
検
非
違
使
家
本
」
の
注
記
を
参
照
し
な
が
ら
、

祭
礼
行
列
の
構
成
及
び
、
中
世
後
期
か
ら
近
世
初
頭
に
か

け
て
の
同
社
の
神
社
組
織
に
つ
い
て
み
て
い
き
た
い
。

　

本
学
所
蔵
の
絵
巻
は
諸
本
と
の
比
較
か
ら
、
冒
頭
部
の

津
宮
や
「
御
舩
木
」、「
八
龍
神
」「
大
楯
」
を
描
く
場
面
を

欠
く
こ
と
が
わ
か
る
が
、
絵
巻
よ
り
見
て
取
れ
る
行
列
の

構
図
の
概
要
は
、
お
お
よ
そ
次
の
通
り
で
あ
る
。

　

こ
う
し
た
構
成
は
祇
園
御
霊
会
な
ど
京
都
の
御
霊
会
系

統
の
祭
礼
の
波
及
と
も
さ
れ
る（
岡
田
莊
司「
御
旅
所
祭
祀
」参
照
）。

　

馬
上
の
上
級
社
家
に
は
、
花
飾
り
を
し
た
長
柄
の
傘
が

差
し
掛
け
ら
れ
、
太
刀
持
ほ
か
御
供
が
付
く
の
を
基
本
と

し
た
。
特
に
神
主
・
大
禰ね

宜ぎ

・
権ご

ん

禰
宜
の
三
人
に
は
、
前

記
の
供
衆
ほ
か
、
引
馬（
飾
り
立
て
た
馬
）、
袋
に
入
れ
た

弓
を
手
に
す
る
騎
馬
武
者
、
長
柄
の
杓
持
・
薙
刀
持
、
狩

衣
姿
の
馬
上
の
社
家
、
面
を
付
け
た
命
婦
、
随
兵
と
し
て

騎
馬
武
者
・
徒
武
者
の
付
き
従
う
様
子
が
見
て
取
れ
る
。

　

こ
れ
ら
の
装
い
に
関
係
し
て
、
室
町
期
の
鎌
倉
公
方
・

は
じ
め
に

一
、
神
幸
祭
絵
巻
に
み
た
祭
礼
行
列
の
構
成

足
利
成
氏
が
地
方
へ
赴
く
際
の
行
列
に
は
、多
く
の
従
者
・

供
衆
と
と
も
に
、
長
刀（
薙な

ぎ

刀な
た

）及
び
柄
長
杓（
柄
長
瓢ひ

さ
ご

）を

手
に
し
た
力り

き

者し
ゃ（
従
者
）が
付
き
従
っ
て
お
り
、柄
長
杓
は
、

公
方
に
水
を
供
す
る
た
め
に
供
奉
し
た
と
さ
れ
る（
享
徳

三
年
〈
一
四
五
四
〉『
殿
中
以
下
年
中
行
事
』）。

　

ま
た
、
東
国
の
有
力
大
社
の
一
社
で
あ
る
諏
訪
社（
現
、

諏
訪
大
社
）の
五
月
の
祭
礼
行
列
に
於
い
て
も
、
最
上
の

祀
官
で
あ
る
大お

お
ほ
う
り祝

が
柄
長
の
杓
と
引
目（
鏑
矢
）を
持
っ
た

力
者
二
人
を
引
き
連
れ
て
お
り（『
諏
訪
大
明
神
画
詞
』）、

長
柄
杓
や
薙
刀
、弓
矢
を
持
っ
た
力
者
を
従
え
る
装
い
は
、

身
分
の
高
さ
を
示
す
も
の
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

①
神
馬
　
→
　
②
馬
上
の
社
家（
田
呤
・
押
領
使
・
酒
司
・

正
権
の
検
非
違
使
）及
び
従
者
　
→
　
③
仁
王
門
付
近
で

祭
礼
行
列
を
査
閲
・
臨
視
す
る
「
国
司
代
」「
宮
介
」
と
供

衆
・
徒
武
者
　
→
　
④
馬
上
の
社
家（
八
人
撿
杖
ほ
か
）と

従
者
　
→
　
⑤
馬
上
の
上
級
社
家（
副
祝
・
大
祝
・
物
申

祝
）、
内
院
神
主
と
従
者
・
供
衆
　
→
　
⑥
馬
上
の
女
性

祀
職（
物
忌
・
八
乙
女
）と
従
者
、
芸
能
奉
仕
者（
獅
子
・

八
人
女
・
歌
人
）　
→
　
⑦
旗
持
、
神
輿
と
担
ぎ
手
、
馬

上
の
社
家（
大
神
主
ほ
か
）と
従
者
　
→
　
⑧
馬
上
の
最
上

位
の
社
家（
権
禰
宜
・
大
禰
宜
・
神
主
）と
従
者
・
供
衆
・

随
兵（
徒
・
騎
馬
武
者
）　
→
　
⑨
社
殿
と
留
守
役

騎乗した大禰宜と従者・供衆の様子
（『香取神宮神幸祭絵巻』）
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近
世
に
は
途
絶
し
た
神
幸
祭
の
詳
細
な
様
子
を
文
献
史

料
か
ら
は
読
み
取
れ
な
い
が
、
本
絵
巻
に
よ
り
、
鎌
倉
公

方
ほ
か
中
世
の
東
国
社
会
に
見
ら
れ
た
貴
人
の
装
い
が
、

香
取
社
で
も
最
上
位
の
社
家
に
供
奉
す
る
装
い
と
し
て
、

祭
礼
行
列
を
構
成
し
て
い
た
こ
と
が
う
か
が
え
よ
う
。

　

次
に
、
香
取
神
宮
の
社
内
組
織
に
つ
い
て
述
べ
た
い
。

　

神
幸
祭
絵
巻
に
注
記
の
見
え
る
神
職
を
始
め
て
、
社
内

組
織
の
全
容
が
わ
か
る
文
献
史
料
に
、
絵
巻
の
成
立
よ
り

年
代
は
下
る
が
、
天
正
十
九
年（
一
五
九
一
）「
香
取
社
人

六
官
三
奉
行
以
下
員
数
事
」
が
挙
げ
ら
れ
よ
う
。

　

同
書
は
、
徳
川
家
康
の
関
東
入
国
に
際
し
て
提
出
さ
れ

た
、
香
取
社
の
社
人
名
簿
・
社
領
配
分
帳
に
当
た
る
。「
社

人
」と
は
字
の
示
す
通
り
、神
社
に
属
す
人
々
を
指
し
た
。

　

そ
の
構
成
は
以
下
の
通
り
で
あ
る
。
ま
ず
、
主
要
な
社

人
の
職
掌
・
役
職
に
は
、
次
の
四
つ
が
あ
る
。

六
官　

権
禰
宜 

物
申
祝 

国
行
事 

大
祝 

副
祝 

惣
検
校

奉
行　

権
之
介 

行
事
禰
宜 

高
倉
目
代 

正
・
権
検
非
違
使

三
奉
行　

禄
司
代 

田
所 

案
主

内
院　

大
神
主 

四
郎
神
主 

二
郎
神
主 

小
井
戸
神
主

　
　
　

中
幣
神
主 

堀
口
神
主 

大
長
手 

六
郎
神
主

　

神
主
・
大
禰
宜
を
最
上
と
し
て
、
上
級
神
職
で
あ
る
六

官
が
こ
れ
を
補
佐
し
た
。
ま
た
、
六
官
の
下
に
は
奉
行
の

役
が
置
か
れ
、
特
に
、
文
書
作
成
・
記
録
に
当
た
っ
た
禄

司
代
・
案
主
に
田
所
を
加
え
た
三
人
は
三
奉
行
と
称
さ
れ

二
、
香
取
神
宮
の
神
社
組
織
と「
神
幸
祭
絵
巻
」

仁王門付近の国司代（中央右下）及び宮介（中央左上）、並びに従者・供衆
（『香取神宮神幸祭絵巻』）

た
。
続
く
内
院
神
主
は
、
神
座
近
く
で
奉
仕
す
る
神
職
た

ち
で
、
神
幸
の
際
に
は
弓
を
手
に
騎
乗
し
て
、
大
神
主
の

み
神
輿
の
側
に
随
行
し
た
。

　

そ
の
下
に
は
下
級
神
職
層
及
び
、
専
門
的
な
技
能
・
職

能
を
以
て
奉
仕
す
る
社
人
層
の
「
惣
之
座
」「
正
判
官
」
が

置
か
れ
た
。
こ
の
ほ
か
、「
神
幸
祭
絵
巻
」
に
は
み
え
な

い
が
、
神
主
・
大
禰
宜
支
配
に
属
し
た
「
供
僧
」「
社
僧
」

も
お
り
、
神
宮
寺
を
中
心
に
仏
事
に
修
し
て
い
た
。

　

こ
う
し
た
神
職
層
に
対
し
て
、
絵
巻
の
中
で
異
彩
を
放

つ
の
が
、
国
司
代
と
宮
介
で
あ
ろ
う
。
国
司
代
と
は
国
司

（
朝
廷
か
ら
派
遣
さ
れ
た
行
政
官
）の
代
官
の
こ
と
で
あ
る
。 

国
司
は
国
衙（
国
司
の
役
所
）に
在
っ
て
行
政
と
軍
事
、
祭

祀
を
司
り
、
香
取
社
な
ど
国
内
の
有
力
神
社
の
管
理
・
維

持
・
祭
祀
の
執
行
を
保
護
・
監
督
し
、
平
穏
祈
願
と
臨
視

を
兼
ね
て
祭
礼
に
参
会
し
た
。
一
方
の
宮
介
は
「
日
本
民

藝
館
本
」
の
注
記
よ
り
、「
千
葉
」
氏
で
あ
る
と
知
れ
る
。

千
葉
氏
は
下
総
国
で
栄
え
た
武
士
の
一
族
で
、
そ
の
分
流

に
は
香
取
郡
の
在
地
領
主
・（
矢
作
）国
分
氏
が
い
る
た
め
、

宮
介
と
は
国
分
氏
の
こ
と
で
あ
っ
た
と
推
定
さ
れ
る
。

　

す
な
わ
ち
、「
神
幸
祭
絵
巻
」
に
描
か
れ
た
国
司
代
と

宮
介
に
よ
る
神
事
参
会
か
ら
は
、香
取
神
宮
の
神
幸
祭
が
、

下
総
国
の
国
衙
や
在
地
領
主
と
の
つ
な
が
り
を
意
識
し

た
、
公
的
か
つ
権
威
の
あ
る
重
要
な
祭
礼
で
あ
っ
た
と
見

て
取
れ
る
。
よ
っ
て
、
こ
の
場
面
は
一
宮
の
祭
礼
な
ら
で

は
の
光
景
を
描
く
、重
要
な
箇
所
で
あ
る
と
も
い
え
よ
う
。

　

以
上
の
点
か
ら
、
装
束
な
ど
の
細
か
な
描
写
に
関
し
て

は
、
諸
本
の
整
理
分
析
に
基
づ
く
検
討
の
余
地
が
残
る
も

の
の
、中
世
香
取
社
の
祭
礼
を
知
る
上
で
、「
神
幸
祭
絵
巻
」

が
い
か
に
有
用
な
資
料
で
あ
る
か
が
わ
か
る
だ
ろ
う
。
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）


